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図4.2 スイッチング電源	 
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図4.9 トランジスタの電圧・電流	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 の向きの定義	 
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(a) スイッチング回路	 
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図4.23  PWM制御法　	 
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図4.22  PWM制御法　	 
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トランジスタの駆動法(Tr：オン）	
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Step3　製作課題　降圧チョッパ回路を製作せよ．ベース抵抗RBの値を，
ベース電流	 IB < -6 [mA]となるように，設計せよ． 
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A1 A0 = 01:  
　　　PWM制御可視化モード	
A2 = 電圧指令値入力	
P1A = 0.5HzPWM出力	
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Step3 レポート課題(1)	 
	 
トランジスタのオン期間Ton
とスイッチング周期Tswの比
を通流率δという．三角波の
電圧vtriと指令電圧vcomおよび
チョッパ回路の出力電圧voが
図に示す関係にあるとき，以
下を求めよ．ただし，三角波
のピーク値をVtp, トランジス
タオン時のチョッパ回路の出
力電圧をVEとする．	 
(a) 通流率δとvcomの関係	 
(b) 出力電圧の平均値Vo とvcom
の関係	 
いずれの解答も導出の過程を
記せ．	 
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Step3 レポート課題(2)	 
	 
図4.16は降圧チョッパ回路においてトランジスタを
スイッチとみなし，スイッチ・オン時とスイッチ・
オフ時の等価回路を示す．電源Eの電圧VE，出力側
の等価電源Eoの電圧をVo，インダクタンスをL，ス
イッチ・オン時の等価抵抗をRe1，オフ時の等価抵抗
をRe2とする．また，スイッチ・オン時のスイッチの
抵抗はゼロ，ダイオードDのオン電圧も0 [V]とする．
以下の問いに答えよ． 
(a) スイッチ・オン時の回路方程式を示し，時刻t = 0 
にて電流iLON = 0 としてこの微分方程式を解け． 
(b) スイッチ・オフ時の回路方程式を示し，時刻t = 0 
にて電流iLOFF = i(0) としてこの微分方程式を解け． 
(c) スイッチング周期Tsw = 100[µs]，通流率δ = 0.5，
VE = 6 [V], Vo = 3 [V], Re1 = Re2 = 10 [Ω], L = 400 [µH]の
ときのiLON, iLOFFの波形の概形は右下の図となる．こ
の設定において通流率δ = 0.8としたときのiLON, iLOFF
の波形の概形を最初の1周期について描け． 
(d) (c)の設定においてδ = 0.8 ,  Tsw = 4 [µs]としたとき
のiLON, iLOFFの波形の概形を最初の1周期について描
け．	 
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図4.16 降圧チョッパ回路の簡略等価回路　	 
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